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生物資源筆書膳（1日〕 生雫身資源学事斗 � �生春め資源筆書嚇〔寿斤〕 

平成15年3月最後の卒業生 　（）内もま同窓会名 � �農芸イヒ単数富力曾関係 する教育研究分要事名 士垣憂国生年勿穣台き学 �資源勅旨擾挙手斗 �（農業生産社会系） （水産社会系） 生半勿循環検察青雲葺く農業生産） 生態循環学（農業生産） 

勧善環社会シ＿天、 テム学講座 

農芸fヒ学＝コ－ス （三三奉書ヒ学会） 

牛勿質循環学 土垣華種物栄養学 ����土壁蔓勧善環学（農業土木） 

栄碧雲でヒ学 ��栄暮雲践肯き二工学 �書露座 �森本木生青身循環葺く森林資源） 

応用後生事動学 ��韻炎空事勿工学 �循環生半勿 工学言講座 �植事勿循環解析学（教養分属） 

食品イヒ学 ��食品資源工学 ��生半匁．晴幸辰二工学（生物生産機械） 

農産事勿春lJ月ヨ学 ��食品桟隻高富fヒ学 生羊勿桟堅高畠イヒ学 ��生響動学勿‘噂三学（水産食番宣） 

生理幸吉●噂三†ヒ学 ��生理予毒性イヒ学 �生物圏生命手斗 学童il �上書己の教育研究分里子名をま、農芸 

生物イヒ学 � �±｝子細胞生事勿学 �生命桟捻昏医科学 �イヒ学＝す－ス教官カミI萬‾する護摩の 　　二王章＝ 
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農業土木学コ－ス く三三翠志葦書残会〕 ���隆国生半勿 生産学講座 水圏生物 生産学諦露座 

生物生産桟捻桟学コ－．ス （三軍烏皇機会） 

共生環境学華中 森林資源挙＝コ－ス 
地球保全工学 講座 〔≡三重林学会） 水産系＝コ－ス（事手水会） 手毎子羊生産学二重－＿ス 水産事曽殖幸二コ－．ス 水産食糧挙二つ－＿ス、 ����卒業生方言言延生す．る 
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同
窓
の
皆
さ
ん
、
農

学
系
の
地
方
大
学
で

単
独
で
博
士
課
程
を

持
っ
て
い
る
の
は
本

学
部
だ
け
で
あ
る
こ

と
を
自
慢
し
応
援
し

て
下
さ
い
。
本
年
度

は
さ
ら
に
大
学
院
の

改
組
に
取
り
組
み
学

部
組
織
の
強
化
を
は

か
る
予
定
で
す
。
生

き
残
っ
て
い
く
た
め

に
は
い
か
に
柔
軟
な

組
織
で
あ
る
か
を
外

に
向
か
っ
て
表
現
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
ご
理

解
く
だ
さ
い
。
本
学

部
は
今
後
も
発
展
し

て
い
く
活
力
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の

で
会
員
の
皆
さ
ん
は
こ
の
図
を
見
て

が
っ
か
り
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
今

後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
熱
烈
な
ご
支

援
を
い
た
だ
け
る
様
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
新
学
部
の
組
織
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
不
完
全
で
す
が
、
教
官
一

覧
と
各
学
科
の
概
略
的
な
説
明
を
見

れ
ま
す
。

h
〓
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
b
i
e
．
喜
i
e
I
u
．
a
．
j
p
＼

を
ア
ク
セ
ス
下
さ
い
。

今
年
の
ク
ラ
ス
会
は
関
西
で
催
す

こ
と
と
、
な
る
べ
く
夫

婦
同
伴
で
集
ま
る
こ
と

に
し
て
い
た
。

平
成
十
一
年
八
月
二

十
九
日
の
日
曜
日
、
神

戸
　
有
馬
温
泉
　
竹
取

亭
ま
る
や
ま
　
に
集

ま
っ
た
。

集
ま
っ
た
も
の
、
遠

く
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
松
尾

夫
妻
を
始
め
、
新
幹
線

で
神
戸
か
ら
く
る
も

の
、
特
急
バ
ス
で
大
阪

か
ら
来
た
も
の
、
そ
れ

ぞ
れ
六
組
十
九
名
で
あ

る。

早
速
、
旅
装
を
解
い
て
温
泉
に
つ

か
り
、
再
会
を
喜
び
合
っ
た
（
．

懇
親
の
宴
た
け
な
わ
、
ブ
ラ
ジ
ル

土
産
の
ピ
ン
ガ
ー
や
、
新
製
品
「
た

ま
き
び
」
焼
酎
の
口
あ
た
り
の
良
さ

に
寝
込
ん
だ
も
の
を
の
こ
し
て
、
夜

お
そ
く
ま
で
歓
談
し
た
。

翌
日
は
、
商
用
に
出
る
も
の
、
墓

参
り
に
九
州
へ
発
つ
も
の
と
分
か
れ

て
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
六
甲
に
遊
び
、

山
頂
か
ら
神
戸
の
港
や
市
街
を
遠

望
、
震
災
を
想
っ
た
。

午
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
つ
つ
が
無

い
再
会
を
誓
っ
て
帰
路
に
つ
い
た
。

写
真
は
、
前
列
右
か
ら
細
見
、
渋

谷
、
和
田
、
松
尾
、
花
山
、
薮
本
、

中
列
右
か
ら
渋
谷
、
松
尾
、
埜
員
、

古
川
、
細
見
、
原
田
、
後
列
右
か
ら

和
田
、
村
上
、
藤
田
、
宮
本
、
梅
田
、

薮
本
、
花
山
の
各
君
で
あ
る
。

幹
事
　
細
見
光
夫

我
々
化
学
七
回
生
は
、
丁
度
卒
業

四
十
周
年
に
当
た
り
、
且
つ
共
に
歩

ん
で
き
た
激
動
の
一
九
〇
〇
年
代
最

後
の
こ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
て
、

一
仕
事
を
や
り
終
え
た
者
同
志

の
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
満
ち
た

意
義
深
い
ク
ラ
ス
会
で
あ
っ
た
。

次
回
は
小
野
秀
一
氏
に
幹
事
を
お

秋
も
深
ま
っ
た
平
成
十

一
年
十
一
月
二
十
日
、

豊
橋
市
に
お
い
て
ク
ラ

ス
会
を
開
催
し
た
。

全
員
還
暦
を
過
ぎ
た

訣
で
あ
る
が
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
ど
う
生
き

て
や
ろ
う
か
と
意
欲
を

み
な
ぎ
ら
せ
な
が
ら
、

同
期
生
の
三
分
の
二
に

当
た
る
十
七
名
が
会
場

に
顔
を
揃
え
、
奈
良
先

生
と
嶋
林
先
生
の
ご
来

席
を
得
て
午
後
五
時
、

幹
事
の
須
谷
氏
の
開
会

挨
拶
で
幕
を
開
い
た
。

ク
ラ
ス
担
任
と
し
て

お
世
話
下
さ
っ
た
奈
良

先
生
か
ら
元
気
が
健
康
の
秘
訣
で
あ

る
と
「
幾
つ
年
を
重
ね
て
も
前
向
き

の
気
持
ち
を
失
わ
ず
積
極
的
に
生
き

な
さ
い
」
と
活
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、

更
に
嶋
林
先
生
が
「
君
等
は
ま
だ
ま

だ
ボ
ケ
て
は
居
ら
れ
な
い
よ
」
と
ボ

ケ
予
防
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
フ
ァ

イ
ブ
を
詳
し
く
御
指
南
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
は
「
①
考
え
る
②
書
く
③

働
く
④
辛
抱
す
る
⑤
笑
う
」
の
五
項

目
で
あ
る
が
、
皆
さ
ん
も
、
是
非
、

ま
た
の
機
会
に
直
接
先
生
か
ら
詳
し

く
伺
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

両
恩
師
か
ら
頂
い
た
言
葉
を
心
に

刻
み
つ
つ
乾
杯
し
た
後
、
お
互
い
に

そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
や
今
後
の
抱

負
に
耳
を
傾
け
た
り
、
し
ば
し
ば
質

問
責
め
で
話
の
腰
を
折
っ
た
り
し
な

が
ら
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て

杯
を
交
わ
し
っ
つ
語
り
合
っ
た
。

願
い
し
て
、
平
成
十
三
年
に
津
あ
る

い
は
松
阪
市
で
開
催
す
る
事
を
全
員

一
致
で
決
定
し
閉
会
し
た
。

翌
二
十
一
日
は
有
志
八
名
、
よ
く

晴
れ
上
が
っ
た
気
持
ち
の
良
い
秋
空

の
下
、
須
谷
夫
人
の
案
内
で
、
鳳
来

寺
山
の
紅
葉
を
愛
で
た
り
長
篠
の
古

戦
場
を
巡
っ
た
り
と
、
奥
三
河
の
自

然
に
の
ん
び
り
と
浸
り
な
が
ら
一
日

を
共
に
し
て
夕
刻
豊
橋
駅
に
戻
り
、

ま
た
の
再
開
を
約
し
て
散
会
し
た
。

写
真
は
前
列
左
か
ら
後
列
右
の
順

に
加
納
、
畑
下
、
鈴
木
、
奈
良
先
生
、

嶋
林
先
生
、
須
谷
、
小
野
〈
正
「
平

塚
、
小
木
曽
、
今
川
、
金
子
、
松
井
、

石
原
、
渥
美
泰
）
、
小
野
〈
秀
）
、

半
根
、
米
山
、
樋
口
、
杉
山
の
各
氏
。

こ
の
誰
も
が
次
回
、
更
に
多
く
の

懐
か
し
い
顔
に
会
え
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
る
。

（平塚　「

「
タ
イ
で
の
C
I
1
4
ク
ラ
ス
会
」
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
の
年
（
西
暦
二
〇
〇
〇

年
）
を
記
念
し
て
？
遂
に
や
り
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
そ
も
そ
も
四

年
前
の
沖
縄
で
の
ク
ラ
ス
会
で
す
で

に
決
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
実
に
息

の
長
い
も
の
で
し
た
が
、
梅
林
先
生

と
今
回
幹
事
役
の
舘
君
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
と
う
と
う
実
現
し
ま
し
た
。

二
月
十
日
～
十
五
日
、
わ
れ
ら
が
C

I
1
4
の
熟
年
パ
ワ
ー
み
な
ぎ
る
面
々

は
、
タ
イ
で
私
た
ち
を
出
迎
え
て
い

た
だ
き
四
日
間
の
フ
ル
ア
テ
ン
ド
を

頂
き
ま
し
た
梅
林
先
生
と
共
に
、
タ

イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ

ア
ー
を
満
喫
し
、
心
身
と
も
に
大
い

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
き
ま
し
た
。

一
九
九
六
年
沖
縄
で
の
ク
ラ
ス
会
の

と
き
か
ら
始
ま
っ
た
「
奥
方
？
同

伴
で
の
参
加
も
O
K
」
と
す
る
「
C

I
1
4
ク
ラ
ス
会
」
は
、
一
九
九
八
年

志
摩
、
一
九
九
九
年
伊
良
湖
で
の
ク

ラ
ス
会
だ
よ
り
は
、
紙
面
の
都
合
で

省
略
）
に
続
き
今
回
で
四
回
目
を
迎

え
、
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
は
そ
の
時
々

で
若
干
変
わ
る
も
の
の
、
ま
す
ま
す

盛
ん
で
毎
回
過
半
数
の
参
加
率
が

キ
ー
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
実
に
頼

も
し
い
限
り
で
す
。
ち
な
み
に
今
回

の
参
加
者
は
、
梅
林
先
生
、
阿
部
、

市
原
、
岡
崎
、
川
北
、
小
林
、
清
水
、

高
橋
、
舘
、
田
中
、
玉
置
、
戸
嶋
、

中
地
、
西
野
、
西
元
、
宮
城
の
各
ご

夫
妻
十
六
組
、
総
計
三
十
二
名
で
し

た。

一
方
、
沖
縄
、
志
摩
で
の
ク
ラ
ス

会
に
参
加
さ
れ
楽
し
い
一
時
を
共
に

し
ま
し
た
松
林
（
旧
姓
奥
野
）
武
氏

が
一
九
九
九
年
一
月
に
急
逝
さ
れ
ま

し
た
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
先

に
物
故
者
と
な
ら
れ
た
大
橋
、
野
沢

の
両
氏
と
も
ど
も
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
「
C
I
1
4
の
タ
イ
・
チ
ェ

ン
マ
イ
紀
行
」
の
全
行
程
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
梅
林
先
生
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
享
a
i

S
q
毒
r
e
L
に
掲
載
の
「
W
e
呈
y
暮
こ
k
」

第
一
〇
四
回
「
三
重
大
学
の
教
え
子

同
期
卒
業
生
夫
妻
三
十
名
の
チ
ェ
ン

マ
イ
旅
行
」
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
（
「
享
a
i
 
S
q
幸
の
」
の
U
R
m
は

王
手
＼
＼
w
w
．
享
i
I
S
q
≡
e
．
C
量
）
。

今
回
の
ク
ラ
ス
会
は
海
外
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
幹
事
役
の
連
署
は
大

奮
闘
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
の

案
内
は
九
ケ
月
前
の
五
月
十
四
日
か

ら
始
ま
り
、
参
加
者
の
確
認
、
ツ

ア
ー
の
内
容
の
検
討
な
ど
、
出
発
直

前
の
案
内
で
は
海
外
旅
行
初
心
者
の

た
め
の
服
装
、
装
備
、
薬
、
常
備
薬

か
ら
蚊
、
害
虫
対
策
に
い
た
る
注
意

な
ど
計
四
回
の
案
内
が
あ
り
、
至
れ

り
尽
く
せ
り
の
状
況
の
中
二
月
十
日

を
迎
え
、
成
田
か
ら
三
組
、
名
古
屋

か
ら
十
一
組
と
梅
林
先
生
の
奥
様
、

那
覇
か
ら
一
組
が
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
・

バ
ン
コ
ク
に
向
け
て
い
よ
い
よ
出

発。（一日目）
名
古
屋
か
ら
約
五
時
間
で
バ
ン
コ

ク
に
到
着
、
こ
こ
で
全
員
集
合
し
た

後
、
飛
行
機
を
乗
り
換
え
て
チ
ェ
ン

マ
イ
ま
で
一
時
間
十
分
の
旅
。
チ
ェ

ン
マ
イ
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
地
上
の

景
色
は
緑
が
多
く
な
っ
て
き
た
、
日

本
の
よ
う
な
工
場
は
見
当
た
ら
な

い
。
タ
イ
の
第
一
印
象
は
、
こ
の
緑

の
多
き
で
し
た
。
日
本
を
出
て
か
ら

約
九
時
間
、
よ
う
や
く
チ
ェ
ン
マ
イ

に
到
着
、
そ
こ
に
は
梅
林
先
生
が

我
々
の
到
着
を
今
や
返
し
と
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
伊
良
湖
で

の
ク
ラ
ス
会
以
来
八
ケ
月
ぶ
り
の
再

会
。
こ
こ
か
ら
が
「
C
I
こ
∴
吉

事
a
〓
a
呈
」
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。

空
港
か
ら
市
内
の
ホ
テ
ル
へ
直

行
、
タ
イ
式
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
（
タ

イ
ス
キ
）
の
夕
食
に
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
後
、
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
に
隣

接
し
た
S
≡
i
w
冒
g
S
ぎ
三
に
到

着
。
初
日
か
ら
奥
様
方
の
元
気
パ

ワ
ー
は
絶
好
調
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の

後
そ
れ
ぞ
れ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
へ
。

（二日目）
観
光
バ
ス
で
市
内
の
二
寺
院
と
、

チ
ェ
ン
マ
イ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
わ
れ

る
山
上
の
寺
院
（
ド
イ
ス
テ
ー
プ
寺

院
）
を
参
詣
、
ブ
ー
ゲ
ン
ピ
リ
ヤ
の

鮮
や
か
な
赤
と
金
色
に
輝
く
パ
ゴ
ダ

に
感
動
。
こ
こ
か
ら
小
型
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
ソ
ン
テ
才
に
八
名
ず
つ
分

乗
し
山
岳
民
族
メ
オ
族
村
へ
。
タ
イ

の
国
情
の
一
端
を
勉
強
し
た
の
ち
、

山
を
下
り
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
飲
茶

に
舌
鼓
、
こ
れ
は
か
な
り
美
味
し

か
っ
た
と
み
え
、
会
話
が
途
絶
え
る

ほ
ど
。
午
後
は
サ
ン
カ
ぺ
の
手
工
芸

村
へ
、
タ
イ
シ
ル
ク
、
宝
石
加
工
、

漆
器
、
日
傘
等
の
工
場
見
学
と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は

女
性
に
大
好
評
、
時
間
が
足
ら
な
い

ほ
ど
で
し
た
。
夜
は
チ
ェ
ン
マ
イ
・

オ
ー
ル
ド
文
化
セ
ン
タ
ー
で
北
タ
イ

の
お
膳
料
理
（
あ
ま
り
評
判
は
良
く

な
か
っ
た
）
と
民
族
舞
踊
の
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
二
日
目
を
終

了。（三日目）
早
朝
ホ
テ
ル
を
出
発
、
北
の
郊
外

チ
エ
ン
ダ
才
で
象
の
シ
ョ
ー
、
夫
婦

一
組
ず
つ
が
象
に
乗
り
山
道
と
川
を

約
一
時
間
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
…
こ
れ
に

は
い
た
く
感
動
し
ま
し
た
。
帰
路
メ

リ
ー
リ
ム
の
蘭
園
見
学
、
市
内
の
ホ

テ
ル
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ラ
ン
チ
を
摂
っ

た
後
、
先
生
の
案
内
で
チ
ェ
ン
マ
イ

大
学
の
正
門
か
ら
入
学
、
広
い
キ
ャ

ン
パ
ス
を
通
り
抜
け
裏
門
か
ら
卒

業
？
、
市
内
の
タ
イ
コ
ッ
ト
ン
の

店
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
後
〇
三
u
s

ぎ
三
の
タ
イ
古
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

た
っ
ぷ
り
二
時
間
、
あ
ま
り
の
気
持

ち
よ
さ
に
隣
り
の
T
君
の
部
屋
か
ら

は
寝
息
が
も
れ
て
く
る
始
末
。
先
生

は
タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
大
フ
ァ
ン

だ
そ
う
で
、
先
生
の
健
康
の
秘
訣
は

タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
あ
る
と
か

°

そ
し
て
、
チ
ェ
ン
マ
イ
最
後
の
夕

食
は
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
海
鮮
料

理
、
名
古
屋
空
港
で
一
人
一
本
ず
つ

買
い
込
ん
で
き
た
暮
春
≡
①
e
の
高

級
ワ
イ
ン
、
日
本
酒
な
ど
す
べ
て
を

持
ち
込
み
、
料
理
と
ア
ル
コ
ー
ル
で

最
高
に
盛
り
上
が
り
、
満
足
、
満
足

の
一
日
で
し
た
。

（四日目）
チ
ェ
ン
マ
イ
最
後
の
日
、
市
内
の

寺
院
と
山
岳
民
族
製
品
促
進
セ
ン

タ
ー
に
立
ち
寄
っ
た
後
、
十
時
半
頃

先
生
宅
へ
、
そ
こ
で
期
待
の
ト
ロ
ピ

カ
ル
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
テ
ィ
ー
、
こ
の

た
め
に
前
日
か
ら
二
名
の
メ
イ
ド
さ

ん
が
最
高
の
果
物
を
吟
味
し
て
買
い

求
め
、
早
朝
よ
り
皮
む
き
、
種
子
抜

き
な
ど
し
て
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
（
個
人
的

に
は
最
高
に
美
味
で
あ
っ
た
）
、
ド

リ
ア
ン
、
ラ
ン
ブ
タ
ン
、
チ
ョ
ン

プ
ー
、
マ
ン
ゴ
、
パ
パ
イ
ヤ
、
ジ
ャ
ッ

ク
フ
ル
ー
ツ
、
ザ
ボ
ン
な
ど
一
つ
一

つ
先
生
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
南
国

の
フ
ル
ー
ツ
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
別
室
で
、
昨
年

の
N
要
で
放
送
さ
れ
た
番
組
の
未
公

開
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
「
先

生
の
タ
イ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
の
大
変
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
改

め
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昼
過
ぎ
、
先
生
の
お
見
送
り
で

チ
ェ
ン
マ
イ
空
港
か
ら
バ
ン
コ
ク
へ

移
動
、
バ
ス
で
ア
ユ
タ
ヤ
へ
、
夕
食
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私の留学について
生物資源学部栄養化学研究室　許先衛

ほ　し　い　ま

自　た
分
の

人
生
に
と
っ

て

し
た

1・

年会費のお願い

関

配

圏

圏

閣

配

す
淑・寺・寺・寺・寺・寺・幸・寺・寺・寺や・寺・寺・寺・寺や・寺・寺・寺・寺・寺・寺・幸・寺・寺・寺や・≒…手・〆

・●…・●…・●・…●・・・・●…・●・・・・●・・・・●・・・・●・・・・●・・・・●…・●・…●・…●・…●・・・・●・…●・…●・・・・●…・●・・・・●・…●・…●・…●・・・・●…・●・・・・●・…●・…●・…●…・●・…●…・●・・・・●・・・・●・…●・・・・●・・・・●・…●・・・・●…・●・・・・●・・・・●・…●・…●…・●・…●・…●・…●・・・・●・…●・・・・●・・・・●・…●・・・・●・・・・●・…●・・・・●・…●・…●・・・・●・…●・…●・・・・●・…●・・・・●・・・・●・…●・…●・…●…・●・・・・●・・・・●・…●・…●・…●・…●・・・・●・・・・●・・・

卒業生・修了生の進路

平成10年度学部卒業者の就職・進学先

農芸化学コース

赤羽　　和

石川　美穂

今井　利至

岩井　知絵

宇佐美　衛

臼井　智美

太田　多美

大脇　進治

岡森万埋子

奥田

小林　美里

坂倉　昭人

佐藤　陽子

清水平　涼

新藤　定生

杉本　　渚

鈴木　史人

南岸　　崇

田遽　恭也

土橋　聖子

辻　　志帆

辻　　高志

長谷川啓子

平野　貴子

普照　伸宏

古橋　寛史

松井　深恵

松尾　幸子

溝注　亜紀

室伏　善照

吉本　倫子

若嶋　裕人

金子　麻紀

高橋ちえみ

辻　　浩一

安達真一郎

大阪府立大学大学院

キューピー㈱挙母工場

太田油脂㈱

京都大学大学院農学研究科

三重大学生物資源学研究科

インターメディアプランニング㈱

㈱環境公害センター

三重大学生物資源学研究科

三重大学生物資源学研究科

ヤマダイ食品㈱

アサヒ飲料㈱

三重大学生物資源学研究科

三重大学生物資源学研究科

サンジルシ醸造㈱

三重大学生物資源学研究科

㈱科研製薬

静岡県立大学大学院生活健康科学研究科

進学予定

名古屋大学大学院生命農学研究科

㈱カナエフーズ

キューピー㈱挙母工場

㈱ベンチャーセッフネット

三重大学生物資源学研究科

三重大学生物資源学研究科

三重大学生物資源学研究科

奈良先端科学技術大学院バイオサイエンス研究科

三重大学生物資源学研究科

日本酪農協同㈱

㈱東海メディカルプロダクツ

サンジルシ醸造㈱

太洋薬品工業㈱

セントラルシステムズ㈱

自由業

名古屋大学大学院

㈱キャリアスタッフ

就職予定

東洋ビューティー

名古屋大学大学院

三重大学生物資源学研究科

三重大学生物資源学研究科

就職予定

主婦

京都生協

自営

生物資源利用学専攻（前期）

注南　恵子　　㈱品質管理センター

遠藤　　聖

河村　聡子

酒井　美穂

佐藤　啓二

竹内　昌代

武由　美江

竹林慎一郎

多田野牧子

千々岩　崇

中井　芳樹

西村　有紀

松本美和子

山岡　秀亮

山本　陽子

若杉　知行

㈱中埜酢店

㈱関谷食品

㈱タイキ（現㈱中村物産）

京都大学大学院博士後期課程

岡崎国立共同研究機構

三重大学大学院博士後期課程

㈱再審館製薬所

㈱トーメー

㈱九鬼産業

三重大学大学院博士時期課程

JA京都丹後

㈱京都第一科学

三重大学大学院博士後期課程

就職予定

ヴェンヴィット　アインチ

三重大学大学院博士後期課程

張　　国偉　　㈱藤安食品

生物資源利用学専攻（後期）

緒方　　進

沢田　正徳

玉置　真司

林　　秀謙

三島　　隆

森本　兼司

加賀屋安章

IFF

㈱敷島スターチ

食品総合研究所

三重大学（助手）

食品総合研究所

学振

平成11年度学部卒業者の就職・進学先

生物資源利用学専攻（前期）

伊藤　容子

井上　和子

植田　早織

小野　恵未

川端　美帆

久納　裕美

久保　容子

倉田理恵子

小北友理注

田口理香子

藤井　敦子

水谷和佳子

森　あんず

山口　安代

山本　美春

笠　沙緒里

渡遽　珠江

斎藤　厚子

中潮　　綾

太陽化学㈱

京都大学大学院

丸信製粉㈱

丸信製粉㈱

中外医薬生産㈱

財団日本食品分析センター

萬有製薬㈱

マンリフーズ㈱

キューピー㈱

丸信製粉㈱

太陽化学㈱

中外医薬生産㈱

寿高原食品㈱

㈱アデランス

井村屋製菓㈱

森田フードシステム㈱

㈱ニッセイ

名古屋大学大学院

廣部香緒理

岩田　圭子

上総　素子

川瀬真美子

篠原　亜理

長谷美由紀

細野　篤子

堀　ともみ

宮崎　麻衣

大原　晃司

辻　　有史

大村　康仁

井岡　　悟

小島　正也

寺平　　晋

木山圭一郎

鈴木　勇人

小野木　悟

茨木　康伸

内山　朋春

川井　弘隆

三林　靖幸

倉谷　隆敏

神戸大学大学院

三重大学

三重大学

三重大学

三重大学

三重大学

三重大学

三重大学

三重大学

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

萬有製薬㈱

山崎製パン㈱

自営（農業）

名古屋大学大学院

名古屋大学大学院

名古屋大学大学院

名古屋大学大学院

名古屋大学大学院

三重大学

三重大学

三重大学

三重大学

三重大学

三重大学

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源学研究科

生物資源利用学専攻（前期）

朝比奈　亮

油谷　　健

荒井　隆益

興津　　雅

川浦　知子

源馬　　務

布目　知広

福島　民雄

藤田　浩明

前山健二郎

水谷　友美

森田　恭徳

横地　徹次

エヌ・ティ・ティ・システム開発㈱

UCC上島蜘排㈱

三重大学大学院博士後期課程

㈱ビーイング

三重大学大学院博士後期課程

サングレイン㈱

㈱マスヤ

フェイザー製薬㈱

日本製薬㈱

サンエイ糖化㈱

三基商事㈱

自由業

三重大学大学院博士後期課程

生物資源利用学専攻（後期）

大原　浩樹　　明治製菓㈱

芝山　賢司　　教員（私立高田高校）

土坂　享成　　カルフォルニア大学

村田圭一郎

許　　先衛　　酒造関係（予定）
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在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

来
日
し
て
最
初
に
大
き
な
不
安

が
押
し
寄
せ
て
来
ま
し
た
。
何
時
に

な
っ
た
ら
日
本
語
が
正
し
く
話
せ

る
様
に
な
れ
る
の
か
？
研
究
室
で

の
研
究
を
理
解
し
て
消
化
で
き
る

の
か
？
と
、
同
時
に
感
じ
ま
し
た

事
は
、
日
本
人
は
優
し
い
人
が
多

く
、
仕
事
に
対
し
て
真
面
目
に
勤
勉

と
言
う
事
で
し
た
。
今
、
私
の
心
に

残
る
出
来
事
が
有
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
九
七
年
の
修
士
課
程
の
修
論
作

成
の
時
の
事
で
す
。
三
年
間
の
在
日

で
習
得
し
た
日
本
語
の
能
力
で
正

し
い
日
本
語
の
修
論
を
完
走
さ
せ

る
の
は
並
大
抵
の
事
で
は
あ
り
ま

り
、
先
生
と
し
て
就
職
し
、

五
年
間
に
渡
っ
て
研
究
と

授
業
に
関
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
間
に
徐
々
に
更

な
る
向
学
心
が
沸
い
て
き

て
、
遂
に
日
本
へ
の
留
学
を

決
意
し
ま
し
た
。

九
三
年
十
月
、
私
は
美
し

い
街
無
錫
を
離
れ
、
三
重
大

学
生
物
資
源
学
部
、
高
橋
孝

雄
先
生
の
研
究
生
と
し
て

入
学
し
、
そ
の
後
九
五
年
に

大
学
院
へ
、
九
七
年
に
古
市

先
生
の
学
生
と
し
て
博
士

後
期
課
程
へ
進
学
し
て
現

」
．
＋
、
出
身
校
で
あ
る
無
錫
軽
工

学
院
と
の
間
で
学
術
の
交
流
協
定

を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
締
結
ま
で
の

課
程
業
務
に
於
い
て
、
日
中
両
校

の
、
更
に
は
、
日
中
の
食
品
分
野
関

係
企
業
の
掛
け
橋
と
し
て
仕
事
を

さ
せ
て
頂
い
た
事
を
大
変
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。
残
す
と
こ
ろ
一
年

で
私
の
博
士
後
期
課
程
の
研
究
も

修
了
で
す
。
日
本
の
大
学
で
学
ん
だ

研
究
手
法
や
当
分
野
の
最
新
の
技

術
等
を
中
国
の
若
者
に
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
日
本
人
の

真
面
目
さ
や
、
仕
事
に
対
し
て
妥
協

を
許
さ
な
い
徹
底
し
た
姿
勢
と
熱

心
さ
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
財
産
で
有
り
ま
す
。

昨
年
、
三
重
大
学
と
私
の

。
私
の
日
本
で
の
留
学

日
本
酒
に
も
出
会
い
ま

。
そ
し
て
、
美
味
し
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．
⊥
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時
の
過
ぎ
去
る
の
は
早
い
も
の

で
、
私
も
日
本
に
来
て
早
六
年
目
と

な
り
ま
す
。
こ
の
五
年
間
の
生
活
を

振
り
返
り
ま
す
と
思
い
出
が
多
く
、

胸
が
一
杯
に
な
り
ま
す
。

私
は
中
国
の
一
番
西
に
在
る
し

ん
き
ょ
う
（
新
彊
）
と
云
う
所
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
は
お
酒
が
大
好
き

で
、
何
時
か
自
分
の
手
で
美
味
し
い

お
酒
を
作
り
、
父
に
飲
ま
せ
た
い
と

言
う
の
が
私
の
夢
で
し
た
。
そ
こ

で
、
中
国
国
内
で
、
発
酵
と
食
品
の

研
究
で
最
高
位
に
在
る
無
錫
軽
工

学
院
へ
進
学
し
て
、
四
年
間
発
酵
工

程
を
専
攻
し
ま
し
た
。
卒
業
と
同
時

に
当
大
学
か
ら
の
強
い
要
請
が
有

い
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

休
日
を
利
用
し
て
は
、
南
の

九
州
か
ら
四
国
、
京
都
、
そ

の
奥
の
天
橋
立
、
金
沢
の
兼

六
園
、
そ
し
て
、
長
野
の
上

高
地
、
等
々
、
春
は
桜
、
秋

に
は
紅
葉
、
多
く
の
美
し
い

日
本
を
見
る
こ
と
が
出
来

せ
ん
。
担
当
の
先
生
で
あ
ら
れ
る
高

橋
先
生
と
古
市
先
生
が
根
気
強
く

ご
指
導
下
さ
り
、
何
と
か
卒
業
出
来

た
事
で
す
。
こ
の
事
に
因
っ
て
、
日

本
人
の
仕
事
に
対
し
て
の
真
剣
さ

と
遂
行
努
力
を
自
分
自
身
で
確
認

し
ま
し
た
。
日
本
が
戦
後
五
一
年
で

一
早
く
復
興
し
、
世
界
有
数
の
経
済

大
国
に
成
長
し
た
そ
の
要
因
が
理

解
で
き
る
様
な
気
が
し
ま
す
。

留
学
の
目
的
は
、
専
門
分
野
の
勉

強
は
勿
論
で
す
が
、
そ
の
国
特
有
の

文
化
や
、
生
活
の
習
慣
を
知
る
事
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
費
留
学
の

私
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
こ
の
日
本
と
言
う
国
に
す
ご

大
学
内
の
業
務
は
年
々
多
様
化
を

見
せ
て
お
り
以
前
の
よ
う
な
対
応
は

非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
方
々
に
は
年
会
費
千
円
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
計
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
会
員
の
先
生
に

は
数
ヵ
月
間
会
費
納
入
の
手
続
き
に

特
別
の
時
間
を
裂
い
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
少
し
で
も
取
り
扱
い
件

数
を
減
少
で
き
る
知
恵
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
と
り
あ
え
ず
、
複
数
年
数
の
会

費
納
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
費
納
入
帳

簿
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
力
と
以
前

か
ら
続
い
て
い
ま
す
手
書
き
ノ
ー
ト

の
両
方
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

安
心
下
さ
い
。
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